
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

 

 

 



『初めてがたくさん』 ひよこ組 
 

 初めての園生活がスタート。はじめの頃はまだ慣れない環境に

泣いてしまうこともありましたが、少しずつ慣れ笑顔でお友だち

や保育者と触れ合う姿が見られるようになりました。ずり這いや

ハイハイ、つたい歩きでお部屋の探索を楽しみ、お布団の上でゴ

ロゴロ、おもちゃに触れてみたり時々寝返りをして後ろへ進みな

がら方向転換を楽しむ子もいます、そしてみんな保育者が歌をう

たうと手や体を動かし喜ぶようになりました。 

お友だちに興味のある子は近くの子に触れようと手を伸ばし、お

互いに顔を見合わせて「あーあー、うー」とお喋りをしたり、自

分より月齢の低い子の頭を順番になでたり、泣いている子に人形

をあげたり、よしよししてあげたりとひよこ組さんなりのお友だ

ちとのコミュニケーションが始まっています。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『雨にさわりたい』  あひる組 
 

 進級して 2 週間で新しいクラスに慣れ、お部屋の中を歩い

たり、好きなおもちゃを選んで遊ぶようになってきました。

カバンを置いている棚からカゴを取り、おもちゃを入れた

り、棚に足をかけ登ろうとしたり、いろいろな事に興味津々

な子どもたちです。 

そんな中、かわいい場面がありました。ある雨の日・・ 

担任が「あめ あめ あめ あめふってきたー」と歌うと、

一人の男の子が「雨だねー」と柵の方へ。そこへ三人の男の

子も加わりながめていました。すると、その中の一人の子が

落ちてくる雨つぶにさわろうと手を伸ばすと、他の子も同じ

ように手を伸ばします。 

しかし、ひさしがあり雨つぶは届きません。担任は「届かな

いけどなぁ～」と思いながら、一生懸命雨つぶをさわろうと

するかわいい姿に、思わず顔がほころんでしまいました。 

『綱引き』  きりん組 
 

園庭で遊んでいるとき、一人の子が長いロープを持っ

て来ると、ロープの反対側を他の子がつかみ綱引きが始

まりました。それを見ていた周りで遊んでいた子どもた

ちもどんどん集まり、初めは１対１の綱引きだったの

が、気がつくと十数名の綱引きへと大きくなっていきま

した。 

「赤チーム頑張って！」「白チーム頑張れ！」といつの間

にか赤白のチームができていました。でも相手チームが

負けそうになると自分のチームを抜けて相手チームを手

伝いに行くので、なかなか綱引きの決着がつきません。

白熱した勝負は、お互い転んでも立ち上がり、引っ張り

引っ張られ、そして長い戦いの末ついに決着！ 

最後は自分たちの真っ赤な手を見て「いっぱい引っ張っ

たからだね」と満足そうに笑いあっていました。 

『おおきくなったら・・・』  うさぎ組 
 

 園庭で G 君とおしゃべりをしていた時のこと、「おおきく

なったらなにになりたい？」という話になりました。G 君が

「ぼくは大きくならないでいい」と言ったので「大きくなっ

たら楽しい事たくさんあるよ！」と言うと、それでも首を横

に振っていました。 

「ピカピカのランドセルで学校に行って勉強もするんだよ

ー」と言うと「そしたら、ランドセルを持って来て保育園に

来る。保育園のままでいいの。」「ガジマル保育園が好きな

の？」と言うと「うん！」と大きくうなずく G君。でも G君

は毎日保育園で一番大きなクラスのぞう組のお部屋へ行き、

ぞう組のお兄ちゃん達と一緒に遊んでいます。 

本当は早くぞう組になりたいのかなぁ？ 

『虫さんと一緒に』  りす組 
 

  りす組になって約１ヶ月。新しいお部屋や担任にも慣れて

毎日元気いっぱい遊んでいます。 

 ある日お部屋で遊んでいると、２～３人の子が窓の前に立っ

ていたので外を見ているのかな？と思って側に行ってみる

と、窓にとまっているてんとう虫を見ていました。 

子「せんせー、てんとうむしだよ」 

保「本当だー！りす組さんと遊びたいから来たのかな？」 

子「やったー！いっしょにあそぼうー」 

と言って嬉しそうにてんとう虫を見ていました。いなくなる

と、「また来てねー」と言っていました。 

そしてまた別の日はトイレにいるアリに気づき、アリが歩い

ているのをじーっと見つめているA ちゃん。担任が 

「おつかいありさん」のうたを歌うと、にこにこして一緒に

歌っていました。 

慌ただしくにぎやかな毎日ですが、小さな虫にも気づき 

ゆったりと虫さんと一緒に過ごす時間もいいですよね。 

クラスだより 

『がんばる ぞう組』   ぞう組 
 

 先日、自分だけの茶碗を買いに出かけました。自分の気に入

ったものを選んで購入し、園に戻ると自分で茶碗を洗います。 

翌日から、その茶碗にご飯をよそうのですが、嬉しすぎて大盛

りによそう子もいました。（笑） 

ぞう組になると「さすがぞう組さん！」「ぞう組さんお願いね

ー」と言われるようになり、子どもたちも嬉しそうです。 

トイレ掃除や靴箱掃除、お花の水やりなども毎日頑張っていま

す！！りす組さんにお手伝いに行くこともあり、りす組さんの

手洗いや着替えなど手伝ってくれます。小さい子のお世話がで

きた嬉しさもあれば、「言う事を聞いてくれないからもうごり

ごりだ！（こりごり）もう行きたくない」と言う子もいます。 

小さい子を通してのぞう組の成長がまた楽しみです。 
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